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0. はじめに 
日本語における片仮名表記というと外来語が真っ先に思い浮かぶが、非外来語にも片仮
名表記が少なからず見られる。本稿はその中でも擬音語・擬態語に焦点をあて、コーパス
から用例を集めた上で、これまでの片仮名表記に関する先行研究における擬音語・擬態語
の位置づけを見直すことを目的とする。 
 
1. 先行研究のまとめおよび問題提起 
非外来語の片仮名表記については、日本語教育の分野において片仮名の使用場面を指導
する必要性から論じられている。比較的新しいものでは小林(2003)と中山(1998)があり、卒
業論文では小林(2003)と中山(1998)に加え、これら 2 つで挙げられている先行研究のうち論
文と関係の深い 6 つについて見ていった。擬音語に関しては片仮名表記されることで各先
行研究の見解がおおよそ一致しているが、擬態語が片仮名表記されるかについては先行研
究間で意見が分かれていた。また、片仮名表記されるとしている先行研究の間でも擬態語
でどの程度片仮名表記が使用されるかについて見解が異なっていた。以下に先行研究ごと
の擬態語の片仮名表記に対する見解を表にまとめる。 
 
表 1 各先行研究における擬態語の片仮名表記に対する見解 
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なお、先行研究において実際に片仮名表記の用例を収集しているとはっきり分かるのは
中山(1998)と小林(2003)のみであった。そのうえ、小林(2003)でも中山(1998)でも収集され
ているのは片仮名表記の用例のみである。そのため平仮名で表記されている擬態語がどの
くらいあったのか、片仮名表記の擬態語が擬音語全体でどのくらいの割合を占めるかまで
はわからない。このことは擬音語についても同様に言える。 
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2. 調査 
2.1．調査方法 
小説をコーパスとし、その中で使用されている擬音語・擬態語を手作業で抽出した。作
家および作品の選出にあたっては、性別や年齢を考慮した上で手近にあるものから近年に
出版されたものを選び（10 年以内を目安）、歴史小説など現代の日本語と文体がかけ離れ
ているおそれのあるものは避けた。今回調査した作家のデータを以下に示す。 
 
表 2 本調査でコーパスとして使用した作家のデータ 
作家名 性別 生年 出身地 
中村航 男 1969 年 岐阜県 
本多孝好 男 1971 年 東京都 
乙一 男 1978 年 福岡県 
あさのあつこ 女 1954 年 岡山県 
宮部みゆき 女 1960 年 東京都 
島本理生 女 1983 年 東京都 
 
基本的に調査対象とした作品の全文を調査したが、宮部みゆきのみコーパスとした 2 つ
の作品がそれぞれ 578 ページ、452 ページと長大であったため、はじめから 200 ページ程
度までを調査した。なお、あとがきや解説、特別対談は調査対象から除外した。 
今回の調査では短編・長編を問わずにコーパスを選んだこと、ページ数ではなく書籍の
冊数でコーパスの規模を決めてしまったため（中村・本多を除く 4 名は 2 冊）、作家ごとで
総作品数（最多 7 作品、最少 2 作品）および総ページ数（最多 716 ページ、最少 273 ペー
ジ）に大きく差が出てしまった。今後調査を継続する上での反省点としたい。 
今回の調査は片仮名表記される擬音語・擬態語の割合を調べることが目的であるため、
延べ語数での収集はあまり意味をなさないと判断し、異なり語数のみで収集を行った。作
家単位で、あるいは 6 名の作家全体でデータをまとめる際にも、重複する分は排除し異な
り語数に直してある。ただし、同じ擬音語・擬態語で片仮名表記と平仮名表記の両方が用
いられている場合はそれぞれ別のものとして扱った。なお、意図的に重複して用例収集し
ているものがあるが、それについては次で詳しく述べる。 
 
2.2． 調査対象とした擬音語・擬態語 
『国語学大辞典』（国語学会編(1980)）によれば、擬音語・擬態語（オノマトペ）には「語
源的オノマトペ」と「生きているオノマトペ」があるとしている。今回の調査では、『現代
擬音語擬態語用法辞典』（飛田・浅田(2002)）を参照し、そこに掲載されているものを調査
対象とした1。ただし、「まあまあ」や「ちょっと」の「ちょっ」、「ずっと」の「ずっ」な
ど「『現代形容詞用法辞典』（飛田・浅田(1991)）参照」「『現代副詞用法辞典』（飛田・浅田
(1996)）参照」との記述があるもの（あるいは用法）については「語源的オノマトペ」で
あると見なし、対象から除外した。 
また、国語学会編(1980)には「擬声語と擬態語の境界は時々截然としない」[国語学会編
(1980:214)]とあるが、実際に調査の過程で擬音語か擬態語か文脈からは判断のつかないも
のが多く見られた。それについては擬音語・擬態語の双方に含めて集計した。また、同一
作家の同一作品中で、ある箇所では擬音語として、別の箇所では擬態語として用いられて 
                                                        
1 ただし、動物の鳴き声など文脈から見て擬音語・擬態語であることが明白であるものは飛田・浅田(2002)
に掲載されていなくても対象に含めた。 
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いる例もあったが、それも擬音語・擬態語双方にカウントした。 
 
2.3． 調査結果 
本節では調査の結果を作家別に提示する。卒業論文では、調査した作品別に擬音語・擬
態語が何例現れたかを片仮名・平仮名別に示した後、擬音語の片仮名表記・平仮名表記お
よび擬態語の片仮名表記の用例を挙げていったが、ここでは紙幅の都合上、各作家および
全体での異なり語数の用例数のみを示す。 
 
表 3 作家別および全体での片仮名表記・平仮名表記の用例数（擬音語・擬態語別） 
擬音語 擬態語 
 片仮名（％） 平仮名（％） 片仮名（％） 平仮名（％） 
中村 31(27.7) 81(72.3) 21(9.3) 204(90.7) 
本多 21(41.2) 30(58.8) 31(13.8) 193(86.2) 
乙一 6(33.3) 12(66.7) 5(4.9) 97(95.1) 
あさの 21(52.5) 19(47.5) 11(5.9) 176(94.1) 
宮部 16(38.1) 26(61.9) 104(29.9) 244(70.1) 
島本 2(28.6) 5(71.4) 6(5.6) 101(94.4) 
全体 92(39.7) 140(60.3) 151(21.5) 550(78.5) 
 
3. 考察 
3.1． 擬音語・擬態語における片仮名表記の割合について 
擬態語が片仮名表記される割合は、ほとんどの作家において擬音語が片仮名表記される
割合に比べると圧倒的に少なかった。宮部は他の作家よりも擬態語の片仮名表記の割合が
高いものの、それでも半数には遠く及ばない。この調査結果は、「擬態語は平仮名書きが
普通」とした先行研究を支持するものである。 
ただし、擬音語の片仮名表記も、あさのがかろうじて半数を超えるのみである。よって
擬音語が基本的に片仮名表記されるとは今回の調査結果からは言えないと筆者は考える。 
このような結果が出た原因には、2 つ考えられる。1 つは先行研究が擬音語・擬態語の表
記の実態を調査しなかったため、実際には当時から存在していた擬音語の平仮名表記が無
視されてしまっていたか、もう 1 つは先行研究が執筆された当時は擬音語を片仮名表記す
るのが普通であったが、近年に至るまでにそれが崩れたかである。どちらの原因によるも
のなのか判断するには、先行研究が執筆された頃まで遡って用例収集をする必要があるた
め、今後の課題とする。 
また、「ブレイブ・ストーリー 上」（宮部(2006)）では擬態語の片仮名表記が 33.8%と比
較的多く見られる上、片仮名表記と平仮名表記の揺れも 21 例もあり、揺れの原因がよく分
からないものも多かった。これは擬音語・擬態語以外の片仮名表記と関係がある可能性が
ある。本作品では擬音語・擬態語以外の非外来語についても片仮名表記が多数見られた。
他の非外来語の片仮名表記の割合が増えると擬音語・擬態語の片仮名表記もそれに比例し
て増えるなど何らかの関連があると思われるが、今回はあくまで擬音語・擬態語における
片仮名表記に焦点を当てているため、詳しい考察は行わなかった。 
なお、片仮名表記の擬音語・擬態語ついては同一作品中で一度しか現れないものが多数
を占めていたが、平仮名表記のものについては同一作品中でも繰り返し使われることが多
いばかりか、複数の作品および作家で見られるものも多かった。このように繰り返して使
用されることの多い平仮名表記の擬音語・擬態語については「語源的なオノマトペ」化が 
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進んでいると筆者は考える。オノマトペ意識が薄れたものに平仮名表記が用いられる傾向
は、以下の例からもうかがえる。同一作品中に登場するものでありながら、程度副詞的に
用いられているときには平仮名表記されている。 
 
神保町という本の町に行くには、JR 線御茶ノ水駅で降りればいいのだそうで、二人は駅に向かっ
た。道々ルウ伯父さんは、蒸し暑くなってくるとお祖母ちゃんのガミガミ度合いが上昇してうるさ
いけど、言うことがメチャクチャなのでけっこう面白いとか、（中略）お正月からこちらの千葉の
様子を、あれこれと話してくれた。 
[宮部(2006:169)一部省略、下線は筆者による] 
伯父さんはベッドから立ちあがった。ビールのせいで顔は赤いが、ちっとも酔っぱらっているよ
うには見えない。ルウ伯父さんはめちゃくちゃお酒に強いのだった。 
[宮部(2006:179)下線は筆者による] 
 
3.2． 片仮名表記される擬音語・擬態語の形態的特徴について 
片仮名表記の擬音語・擬態語の用例を見ると、最初の子音がカ行・ガ行・パ行の音のも
のが多かったが、これらの音で始まる擬音語・擬態語は片仮名表記・平仮名表記を問わず
多かった。また、音節の長さも「ガァー」「パン」など 1 音節のものから「ドキ」「ポキン」
などの 2 音節のもの、「バタバタ」「ガリガリ」など 2 音節の繰り返しのもの等さまざまな
長さのものが見られた。以上のことから、形態的な特徴が片仮名表記の選択に及ぼす影響
はないと筆者は考える。 
 
3.3． 片仮名表記される擬音語・擬態語の意味的特徴について 
3.3.1. 無感情性を示す片仮名表記 
第一に、無感情性を表したいときに片仮名表記の擬音語・擬態語が使われる傾向にある
ことが挙げられる。 
今回の調査では、機械の発する音を表す擬音語に片仮名表記が多く見られた。例えば「リ
レキショ」（中村(2005)）の給油機のパネルの発する音「ピッピッ」やレジスターの発する
音「チーン」「ガチャガチャ」、「夏休み」（中村(2006b)）のグラフィックイコライザーの音
「ポクポクポクポク」「チーン」、「火車」（宮部(1998)）のファミコンの音「ピー」「プルル」
などが挙げられる。さらに中村(2005)では、機械の発する音以外にも機械のしゃべる言葉
に片仮名が使用されている箇所があった。 
 
証明写真スタンドは、駅前にあった。（中略） 
「ショウメンノ カガミヲミテ メノイチヲ テンセンニ アワセテクダサイ」 
あらぬ方向から突然響き渡ったのは、メカと人間のハーフみたいな女性の声だった。 
「イスヲ サユウニ マワスト タカサヲ チョウセツデキマス。ジュンビガ デキマシタラ 
ミドリノボタンヲ オシテクダサイ」 
メカ娘は一方的に説明をし、一方的に黙り込んだ。 
[中村(2005:15-6)一部省略] 
 
一方、人間の話す言葉に対しても、メモの復唱や聞き手に意図が伝わってない言葉など、
感情性を持たない言葉で片仮名表記が用いられている例が見られた。 
 
――オカヤスデンキ、キキジギョウブ、ギジュツイッカ。ゼロ、ヨン、ゴ、ニイ、ハチ、・・・・・・
ゼロ。 
僕はメモを復唱した。 
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[中村(2006b:66)] 
 
「アノよ、おぬしも友達に聞いてきたのかの？」 
フードの人影は、杖を持ちあげてとんとんと肩を叩いた。 
「ここのことは、だいぶ評判になっとるらしいからの」 
それらの言葉は、狼狽して混乱してコントロールを失っている亘の心にも、かろうじて届いた。 
トモダチ。トモダチに聞いてきた。 
ヒョウバンになっている。 
[宮部(2006:144)下線は筆者による] 
 
これらの例のように、感情性を打ち消す効果を狙って片仮名表記が使われることもある
と考えられる。 
擬音語・擬態語においても、感情性の有無で片仮名・平仮名表記を使い分けていると思
われる箇所があった。例えば中村(2006b)では、テレビゲームのキャラクターを選択する音
に対して、片仮名表記の「ポーン」が使われた後、2 ページ後には平仮名表記の「ぽーん」
が現れている箇所がある。場面自体は変わっていないので、中村が意図的に片仮名表記と
平仮名表記を使い分けているとしか考えられないが、片仮名表記の「ポーン」が現れた際、
僕と吉田くんが二日後に迫ったユキたちとの対戦に勝機が見えていないのに対し、平仮名
表記の「ぽーん」が現れた際にはユキたちに勝つ秘策を思いついており、それを実践する
ために練習しようとしているところである。 
 
「・・・・・・もう全てお終いです」 
と、吉田くんは言った。 
「まあ、取りあえず練習しようよ」 
明るい声で僕は言った。吉田くんはのろのろと赤い帽子の少年を選択した。ポーンと音が鳴り、
画面は戦闘フィールドに切り替わった。 
[中村(2006b:182)下線は筆者による] 
「今、もの凄くいい作戦を思いついた」 
吉田くんがゆっくりと顔を上げた。 
「おれは帽子の少年で闘う。そして吉田くんは恐竜で闘う。素早く選択しちゃえば絶対気付かれ
ない」 
我ながらいい考えだった。吉田くんの顔が少しずつ輝きを増していくのがわかった。 
「それは卑怯です。だけど素晴らしいアイデアです」 
（中略） 
「よーし」僕は素早く赤い帽子の少年を選択した。ぽーん。 
「がんばりましょう」吉田くんは緑色の恐竜を選択した。ぽーん。 
[中村(2006b:183-4)下線は筆者による] 
 
前者は途方にくれて意識が遠のいた状態での動作であることを、後者は秘策でユキたち
に勝利しようと明確な意思を持っている状態での動作であることを、中村はそれぞれ片仮
名表記と平仮名表記を用いることで表していると筆者は考える。 
また、『失はれる物語』（乙一(2006)）に収録されている「傷」という作品中で、同じア
サトという人物の骨が折れる音に片仮名表記の「ポキン」と平仮名表記の「ぽきん」両方
が用いられている。前者はアサトが無意識のうちに「オレ」の傷を引き受けている場面、
後者はアサトが自殺しようと故意に他人の傷を引き受ける場面で現れている。 
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それまでかたわらにいて、恐ろしげに成り行きを見守っていたアサトの表情が、すっと消えた。
焦点のあっていない、空ろな表情になり、ふらふらとそばに近寄ってきた。小さな手をのばし、そ
っとオレの腕に触る。止める間もなかった。彼は腕の激痛を吸収したのだ。腕の痛みが引くと同時
に、アサトの腕からポキンという音がした。彼は無表情のままで、そのことが恐ろしかった。 
[乙一(2006:112)下線は筆者による] 
病院の正面玄関、ラッパを吹く少年のブロンズ像の前にアサトはいた。彼は、ギプスを腕に巻い
た同い年くらいの少女に手を触れている最中だった。少女の傷をひきうけると、ぽきん、という軽
い音が鳴るとともに、彼の腕が奇妙にねじれる。澄んだ目は骨折の激痛を少しも気にせず、静かな
水面のようだった。 
（中略） 
「もうこれ以上、生きていたくないよ・・・・・・・」 
その時、オレはアサトが自殺するつもりであることを悟った。だから死ぬ前に、少しでも多くの
傷を自分の体に移動させたのだ。他人の傷を癒し、その上、大勢の苦痛を肩代わりしたまま死ぬつ
もりなのだ。 
[乙一(2006:131-2,134)一部省略、下線は筆者による] 
 
このように、感情性のない・薄いものの音や動作をあらわす擬音語・擬態語には片仮名
表記が使われやすく、逆に感情性を持たせたい時には、平仮名表記が選ばれる傾向がある
と筆者は考える。 
 
3.3.2. 会話文中に見られる片仮名表記 
第二に、片仮名表記の擬態語が会話文中に多く見られたことが挙げられる。今回の調査
で収集した 187 例2の片仮名表記の擬態語のうち、31.1%の 60 例が会話文や手紙、インター
ネットの掲示板の中で現れた。特に中村については、21 例中 17 例と 81%が会話文中のも
のであった。以下で示すように、同一作品中で会話文と地の文とで片仮名表記と平仮名表
記とが使い分けられている例も見つかった。 
 
小銭入れを片手に家を出ると、つんと鼻の奥に刺さる水の臭いが風に運ばれてきた。あまりきれい
とは言いがたい目の前の川からは、夜になるとたまにこうやってきつい臭いが上がってくる。 
[島本(2003:21-2)下線は筆者による] 
となりに並ぶと、周からはちょっと変わった匂いがしていた。何かの薬品を塗ったような匂いだっ
た。 
「なんだか鼻にツンとくる匂いがするけど、薬でも塗った？」 
[島本(2003:36)下線は筆者による] 
 
また、片仮名表記の擬態語はくだけた口調の会話文の中で特によく見られた。 
 
「結婚してんのよ、そいつ。子供もいるし。不倫だったの」 
聞き耳を立てている向かいの患者と見舞い客たちにわざわざ聞かせようとでもするかのような声
だった。 
 「だから、もしゴタゴタ騒がれたらってビビッたんじゃないかな。こっちには騒ぐ気なんてない
のにさ。付き合ってたときから、臆病なやつだったから。そのままもらっちゃってもいいんだけど、
何か馬鹿にされてるようだしさ。だから突っ返してきて欲しいの。アカの他人のあんたから、こん
なのもらう 
                                                        
2 同一作家内および 6 作家全体での異なり語数に直す前の値。3.1. の全体の数値と差が見られるのはこの
ためである。 
擬音語・擬態語から見た日本語非外来語片仮名表記の考察 
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謂れはないって」 
[本多(2005:203)下線は筆者による] 
会話文中で用いられる擬音語・擬態語の片仮名表記は俗語的な雰囲気を出す効果を狙っ 
たものであると思われる。 
なお、宮部(2006)で擬音語・擬態語以外でも片仮名表記が多く使われていることは先ほ
ど述べたが、登場人物の発話中、特にカッちゃんというかなりぞんざいな喋り方をする男
の子の発話に片仮名表記がよく見られた。このことからも擬音語・擬態語に限らず片仮名
表記が俗語的な雰囲気を出すために使われる傾向がうかがえる。 
 
3.3.3. 慣用的な表現の一部と化した片仮名表記 
最後に、慣用的な表現の一部であることを表す擬音語・擬態語の片仮名表記が見られた
ことが挙げられる。例えば、「ピンとくる（こない）」の「ピン」、「ビクともしない」の「ビ
ク」、「パァ」などが挙げられる。特に片仮名表記の「ピン」は 7 作品で現れており、片仮
名表記の擬音語・擬態語の中では最も登場する作品数が多かったが、このうち 4 例が「ピ
ンとくる（こない）」という表現の中で用いられていた。また、中村(2006a)の「月に吠え
る」で「ヒヤリ・ハット」という表現が見られたが、飛田・浅田(2002)の「ひやり」「はっ」
の項目でこの表現が取り上げられていることから、定型化された表現であると言えるだろ
う。このように、慣用表現の一部として用いられる擬音語・擬態語に片仮名表記が用いら
れることがある。 
これらに片仮名表記が使用されるのは、恐らく擬音語・擬態語を慣用表現の一部として
使っていることを強調し、字義どおりの意味で使っているのではないことを表すためでは
ないかと筆者は考える。 
 
3.4． まとめ 
今回の調査で明らかになったことを以下にまとめる。 
① 擬態語については、今回の調査では平仮名表記が圧倒的多数を占めた。ただし、擬音
語についても片仮名表記の例はあさのでかろうじて半数を超える程度にしか現れず、
基本的に擬音語は片仮名表記されるとした先行研究の記述と食い違いが見られた。 
② 片仮名表記された擬音語・擬態語に形態的な特徴は特に見受けられなかった。意味的
な特徴から見てみると、次のような場合に擬音語・擬態語の片仮名表記が用いられる
ことが分かった。 
Ⅰ 機械の音や音声を表す場合および無感情性を表したい場合 
Ⅱ 会話文中において、俗語っぽさを表したい場合 
Ⅲ 定型化された表現の一部として用いる場合 
③ 平仮名表記は、照応関係がすりきれて「語源的オノマトペ」化しつつある擬音語・擬
態語に用いられる傾向がある。また、②のⅠとは逆のパターンで、機械の音や音声に
感情性を持たせたい時には平仮名表記を用いることがある。 
 
4. おわりに 
以上、本稿では近年に書かれた小説をコーパスとして擬音語・擬態語を抽出したことに
より、先行研究で見解が分かれていた擬態語の表記について、「平仮名表記が圧倒的に多い」
と結論づけることが出来たうえ、多くの先行研究で「片仮名書きが普通」とされていた擬
音語についても平仮名表記の用例が多く見られるという結果を得た。また、擬音語・擬態
語の片仮名表記は、形態的な要因からではなく意味的な要因から選択されるものであり、
その要因には、3 つが挙げられることが分かった。また、平仮名表記についても「語源的
オノマトペ」化を表す、片仮名表記の裏返しとして感情性を表すといった役割を担ってい 
吉田 由佳 
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ることが分かった。 
今後は擬音語片仮名表記の通時的な変化について調査するとともに、擬音語・擬態語の
片仮名表記で見られた「無感情性を示す」という特徴が、擬音語・擬態語以外の片仮名表
記でも見られるかなど他の品詞の片仮名表記にも視野を広げ、非外来語の片仮名表記の体
系全体を見直していきたい。 
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